
寺
門
議
長
か
ら
、
会
社
の
施

策
が
次
々
と
進
め
ら
れ
、
年
休

申
し
込
み
な
ど
が
管
理
端
末
を

使
い
不
慣
れ
で
不
安
で
あ
る
。

組
織
拡
大
に
つ
い
て
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
工
夫
し
た
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
る
と
挨
拶
し
た
。

川
島
代
議
員
（
土
浦
地
区
分

会
）職

場
代
表
選
は
数
名
の
組
合

員
で
各
職
場
を
回
り
社
員
代
表

に
な
っ
た
。

職
場
要
求
に
つ
い
て
は
作
業

ダ
イ
ヤ
の
変
更
を
若
い
人
と
話

を
し
な
が
ら
休
憩
時
間
を
変
え

て
き
た
。

組
織
拡
大
は
若
い
人
に
係
わ

り
を
持
と
う
と
工
夫
し
な
が
ら

班
と
し
取
り
組
ん
で
き
た
。
今

後
も
、
い
つ
で
も
係
わ
り
を
持

つ
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

高
野
代
議
員
（
水
戸
地
区
分

会
）昨

年
、
国
労
に
加
入
し
た
。

21
年
前
に
東
労
組
に
加
入
し
た

が
３
年
前
に
ス
ト
を
す
る
話
に

な
り
脱
退
に
い
た
っ
た
。

若
い
人
達
は
、
国
労
の
知
名

度
が
無
い
。
国
労
っ
て
何
と
理

解
し
て
い
な
い
。

水
戸
線
の
ワ
ン
マ
ン
化
で
予

備
に
な
る
と
収
入
減
に
な
り
生

活
が
大
変
で
あ
る
。

ダ
イ
ヤ
改
正
以
降
、
職
場
が

統
括
す
る
事
に
な
り
草
刈
り
を

や
ら
さ
れ
将
来
不
安
で
あ
る
。

長
谷
川
代
議
員
（
土
浦
地
区

分
会
）

Ｍ
Ｔ
Ｓ
の
車
両
基
地
の
信
号

で
プ
ロ
パ
ー
社
員
が
退
職
し
、

５
人
か
ら
４
人
に
な
っ
た
。
補

充
も
無
く
、
２
カ
月
間
は
検
修

ス
タ
ッ
フ
か
ら
来
て
回
し
て
い

る
。
信
号
専
門
の
人
が
来
て
ほ

し
い
。

皆
川
代
議
員
（
水
戸
地
区
分

会
）組

織
強
化
拡
大
は
コ
ロ
ナ
禍

で
集
ま
り
き
れ
て
い
な
い
が
、

職
場
の
中
で
係
わ
り
を
持
と
う

と
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
行
く
。

今
ま
で
短
日
数
勤
務
が
取
得

出
来
な
か
っ
た
が
、
団
体
交
渉

で
、
今
年
７
月
か
ら
改
善
で
き

た
。工

事
検
修
は
エ
ル
ダ
ー
社
員

が
メ
イ
ン
で
行
わ
れ
て
い
る
。

来
年
65
歳
で
、
会
社
か
ら
残
っ
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大
会
は
大
賀
副
委
員
長
の
司
会
で
始
ま
り
、
最
重
要
課
題
で

あ
る
組
織
拡
大
は
工
夫
を
出
し
合
い
学
ぶ
大
会
に
と
挨
拶
し
た
。

黒
澤
執
行
委
員
か
ら
資
格
審
査
に
つ
い
て
大
会
が
成
立
し
た

こ
と
を
宣
言
し
た
。

議
長
に
は
寺
門
代
議
員
（
土
浦
地
区
分
会
）
が
選
出
さ
れ
、

塙
委
員
長
挨
拶
、
来
賓
挨
拶
、
国
労
東
日
本
本
部
挨
拶
、
運
動

方
針
案
、
予
算
案
、
代
議
員
か
ら
の
質
疑
討
論
、
書
記
長
集
約

で
、
こ
の
一
年
の
闘
う
運
動
方
針
が
確
立
し
た
。

来
賓
挨
拶

全
交
運
共
済

東
日
本
事
業
本
部
長

松
井

正
義

ア
ベ
ニ
ー
ル
株
式
会
社
専
務
取
締
役

菊
池

忠
志

国
労
東
日
本
本
部

執
行
委
員
長

伊
藤

隆
夫



て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

今
の
条
件
で
は
残
ら
な
い
と
言
っ

て
い
る
。

来
年
、
機
械
グ
ル
ー
プ
の
エ

リ
ア
変
更
で
出
向
者
は
水
戸
に

残
る
意
思
表
示
を
し
て
い
る
が

担
務
変
更
も
あ
り
得
る
。

会
社
は
出
向
者
を
当
て
に
し

て
き
た
が
改
善
を
し
て
ほ
し
い
。

佐
々
木
代
議
員
（
勝
田
地
区

分
会
）

若
手
は
仕
事
よ
り
企
画
業
務

に
力
を
入
れ
て
い
る
。

機
関
紙
を
配
り
な
が
ら
組
合

員
と
係
わ
り
を
持
っ
て
い
る
。

声
を
か
け
て
組
織
拡
大
を
取

り
組
む
。

組
合
員
も
減
少
し
て
い
る
の

で
組
織
の
見
直
し
を
お
願
い
し

た
い
。

圷
代
議
員
（
大
子
地
区
分
会
）

検
査
業
務
が
移
管
さ
れ
、
端

末
入
力
が
各
箇
所
で
違
い
が
あ

り
不
具
合
が
発
生
し
た
。

働
き
方
改
革
で
日
中
の
間
合

い
が
行
わ
れ
る
が
、
列
車
代
行

が
行
わ
れ
な
い
問
題
が
あ
る
。

短
日
勤
務
を
希
望
し
て
い
る

が
人
員
不
足
で
出
来
な
い
。

市
井
代
議
員
（
勝
田
地
区
分

会
）エ

ル
ダ
ー
社
員
が
退
職
し
て

も
充
当
が
な
い
。
研
修
グ
ル
ー

プ
は
４
名
い
た
が
２
名
な
っ
た
。

回
ら
な
け
れ
ば
他
か
ら
来
て
も

ら
う
。
し
か
し
、
人
が
い
れ
ば

良
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

グ
ル
ー
プ
会
社
の
将
来
設
計

を
お
願
い
し
た
い
。

65
歳
以
上
の
再
雇
用
の
充
実

を
お
願
い
し
た
い
。

関
内
代
議
員
（
い
わ
き
地
区

分
会
）

国
労
フ
ク
シ
マ
で
は
、
原
発

事
故
か
ら
10
年
経
つ
が
忘
れ
て

い
る
こ
と
が
多
い
と
感
じ
た
。

職
場
代
表
者
選
挙
は
職
場
の

問
題
点
に
係
わ
り
、
若
手
の
配

転
に
問
題
が
あ
る
と
言
う
。

事
務
業
務
の
合
理
化
で
年
配

者
は
対
応
で
き
な
い
。

田
山
代
議
員
（
土
浦
地
区
分

会)

社
員
代
表
選
は
働
き
や
す
い

職
場
を
作
る
こ
と
を
前
面
に
出

し
、
国
労
の
存
在
を
示
し
て
き

た
。再

雇
用
で
来
年
数
名
が
退
職

に
な
る
が
出
向
を
希
望
し
て
い

な
い
。
希
望
出
な
い
出
向
を
示

さ
れ
て
断
れ
ば
退
職
に
な
る
が

改
善
し
て
ほ
し
い
。

手
当
、
定
期
昇
給
、
異
動
に

不
満
を
持
つ
若
手
社
員
が
い
る
。

若
手
社
員
の
声
に
丁
寧
に
話

し
込
み
国
労
加
入
に
つ
な
げ
て

い
く
。
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２０２１年度地方委員

寺門 勝次 （土浦地区分会）

川島 隆浩 （土浦地区分会）

長谷川 直人（土浦地区分会）

小倉 好勝 （水戸地区分会）

高野 弘二 （水戸地区分会）

皆川 学 （水戸地区分会）

市井 優 （勝田地区分会）

佐々木 栄一（勝田地区分会）

圷 次夫 （大子地区分会）

門馬 正行 （いわき地区分会）

塚本 研一 （いわき地区分会）

関内 正人 （いわき地区分会）


